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、姑
十

一
怨

(

ニ一

三
S

雜

、錄茶
業
努
惻
の
現
況

を
迫
る
等
の
傾
向
を
生
せ
&

と
、
如
斯
、
宇
治
地
方
に 

於
け
る
焙
爐
師
.の
態
度
强
固
な
る
は
蓋
し
、
宇
治
に
火 

藥
製
造
所
建
設
さ
れ
之
に
勞
カ
が
吸
收
さ
る
，
結
果
な 

る
べ
し

。

.

之
を
狹
山
地
方
に
付
て
觅
る
に
多
少
其
趣
を
異
に
す 

る
點
な
し
と
せ
す
、
勞
鈒
關
係
に
申
Y

て
は
略-

火
差

j

 

な
き
が
如
く
な
れ
で
も
、
宇
治
地
方
に
於
て
勞
カ
が
他 

に
吸
收
さ
る
、
迄
、
m

に
拱
手
傍
觀
す
る
に
反
し
狹
山 

地
方
に
て
は
之
亦
前
述
せ
る
如
く
各
所
に
傅
習
所
を
設 

け
て
茶
師
の
養
成
に
努
め
居
る
爲
め
茶
師
の
人
氣
ば
頗 

,^
l:
i

好
な
り
。
 

 ̂

次
ぎ
に
茶
葉
勞
働
妃
て
は
何
故
に
同
盟
罷
エ
或
は
灌
一 

主
•及
勞
働
激
間
に
紛
擾
を
生
せ
ざ
る
か
ミ
云
ふ
に
實
に
一 

左
の
諸
原
因
に
基
く
も
の
な
>

ビ
す
、

.'.

.

'
(

1
)

勞
鈒
が
比
較
的
高
率
な
る
事

他
の
生
産
エ
場
の
企
業
家
は
自
己
の
利
益
0
み
を 

傲
り
.

V

諸
物
©

の
®

*

す
る
を
も
顧
み
す
之
に
比 

例
し
^

る
勞
鈒
を
支
給
せ
ざ
る
に
反
し
、
.
茶
業
勞
.

第九號一
〇ニ

働
者
は
比
較
的
高
き
賃
銀
を
支
給
さ
る 

(

ニ)

勞
働
期
間
が
.
一
定
せ
•る

事 

他
の
工
場
例
へ
ば
紡
織
工
場
の
如
き
に
於
て
は
年 

巾
作
業
に
.從
事
せ
ざ
る
ベ
か
ら
ざ
る
に
茶
業
に
於 

.

て
は
茶
期
な
る
も
の
.定
ま
b

即
ち
五
月
上
句
ょ
り 

九
月
下
旬
乃
至
十
月
上
旬
迄
な
り
ヽ
若
し
此
四
五 

ヶ
月
間
に
於
て
*

m

*
が
勞
働
者
を
得
る
事
能
は 

ざ
る
に
於
て
は
可
惜
生
葉
を
冗
成
せ
し
む
る
か
乃 

至
は
摘
採
し
た
る
生
葉
を
腐
倾
せ
し
む
る
恐
あ
る 

爲
.
一
時
急
激
に
多
大
の
勞
カ
の
W

要
を
來
し
勞
働 

遘
は
之
を
好
機
と
し
て
、
自
己
が
滿
足
す
べ
&
要 

求
を
提
出
し
、
麗
主
は
生
產
を
巾
止
す
る
事
能
は 

.

ざ
る
爲
之
に
應
ず
る
の
傾
向
あ
b

。

(

三)

勞
働
が
買
收
制
な
ら
ざ
る
^

紡
績
工
場
、
製
糸
エ
場
等
に
灌
は
る
、
女
エ
は
三 

五
年
の
期
間
を
限
纟
て
勞
働
を
歷
主
に
年
季
的
に 

賣
約
す
^-

も
の
に
し
て
而
も
大
に
虐
徐
せ
ら
る
^
! 

等
の
事
を
屢
耳
に
す
る
も
茶
業
勞
働
に
於
て
は
前 

項
に
述
べ
た
る
如
き
#

情
な
る
爲
か
、
る
事
な
し 

要
之
斯
の
如
き
事
實
の
存
在
す
る
を
以
て
製
^
乘
潘

對
、
勞
働
潘
間
に
！
：等
の
紛
擾
を
見
ざ
る
も
の
なb

v
j

t
o 

, 

-
r
.
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物

價

0 .

暴

騰

，、V
其

調

節

：

.

U

就

て

(

上)

：

.

高城：
仙
次
郞

パ

緖
言

物
惯
承
準
が
歐
洲
大
戰
勃
發
以
來
世
界一

般
に
昂
騰 

し
、
我
國
の
物
價
も
其
餘
波
を
受
け
開
戰
後
漸
騰
の
趨 

勢
を
保
ち
殊
に
近
時
页
に
其
程
度
が
急
徼
_に
爲
つ
て
居 

る
。
例
へ
ば
、
英
國『

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト』

誌
の
編
纂
に
係 

る
物
®
揩
數
を
基
礎
と
し
て
關
戰
當
時
即
ち
大
正
四
年 

七
月
末
に
於
け
る
同
國
の
物
價
を.一

〇
〇
(£
:

す
れ
ば
"

. 

木
年
六
月
末
の
物
價
は
•
ニ
ニ
〇
K

相
當
す
る
。
即
ち
過 

去

約

三

ヶ

年

間

に

英

國

の

物

價

は

十

一

一

割

の

暴

騰

を

吿 

げ
允
。

一
方
、東
京
市
內
の
物
價
は
、『

東
洋
經
濟
新
報』 

の
調
蜜
編
纂
せ
る
物
價
指
數
を
標
準
と
し
て
、
大
正
三 

年
七
月
末
を
一
〇
〇
V
J
す
れ
ば
、
本
年
六
月
末
に
は1 

七
九
、
S E

に
七
月
末
^

は
.1

九
五
に
上
騰
じ
て
居
る
の

で
あ
^

。
若
し
物
價
指
數
な
る
も
の
が
比
較
的
精
確
に 

I

般
物
價
騰
落
の
程
度
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
&
、
旦 

つ
東
京
市
の
物
價
が
日
本
全
國
中
の
貨
物
相
場
を
代
表
. 

す
る
も
の
あ
る
と
看
做
す
こ
と
が
出
來
るV

J

す
れ
ば
、
 

同
盟
軍
侧
.の
策
源
地
で
あ
ぅ
、
財
政
上
に
於
て
も
® :

器
. 

の
供
給
に
於
て
も
他
の
同
盟
國
に
多
大
の
援
助
を
與
へ 

つ
、
あ
る
英
國
に
は
及
ば
な
い
が
、
交
戰
，國
と
云
ふ
も 

殆
ん
^
名
許
か
り
に
過
ぎ
な
い
我
國
の
物
偾
が
過
去
三 

ヶ
年
間
に
九
割
五
分
に
上
る
德
貴
を
示
し
て
居
る
の
み 

な
ら
參
、
今
後
戦
®

が
繼
纊
す
る
限
b

其
騰
貴
の
趨
勢 

が
急
に
頓
挫
す
る
の
欉
子
が
見
え
な
い
。

尤
も
開
戰
前
ビ
比
較
し
て
今
日
物
價
の
高
く
爲
つ
た 

程
度
は
.勿
論
貨
物
の
®

類
に
依
ぅ
て
異
な
つ
て
居
る
。
 

例
へ
ば
、
金
罵
類
の
騰
貴
は
最
も
著
し
く
、
今
日
の
相 

場
は
戰
前
の
三
倍
近
く
に
暴
騰
し
て
届
る
が
、
綿
絹
織 

物
類
及
其
原
料
品
等
の
騰
貴
は
士
ー
三
割
で
、
穀
物
並 

に
其
他
食
料
品
.の
平
均
市
價
はW

割
乃
至
四
割
の
昂
騰 

を
.示
.し

て

居

る

..に

過

ぎ

な

い

0

但
し
此
騰
貴
0

削
合
は
：

第
十1

卷

(

ニ I

三
玉)

雜
錄
物
偾
の
暴
騰
と
其
調
節
に
就
ズ

笫
九
锶

I
O

三



第
十

I
卷

(
一

ニ三六

)

雜
錄
物
惯
の
躲
臌

W

其
調
節
に
就
て

各
種
類
に
®
す
る
重
要
貨
物
の
騰
貴
の
本
^

に
外
'^
ら 

な
い
の
で
あ
づ
て
、
M -
に
各
植
類
內
に
於
け
る
個
々
の 

货
物
に
就
き
て
云
へ
ば
其
騰
貴
の
程
度
は
決
し
て
一
樣 

で
匁
い
。
例
.へ
ば
、
食
料
品
類
に
於
て
小
豆
は
却
づ
て 

寧
ろ
下
落
し
て
居
る
に
反
し
、
大
麥
は
八
九
割
の
騰
貴 

を
示
し
、
織
物
類
に
在
ぅ
て
は
絹
布
の
騰
貴
が
僅
か
に 

三
四
割
に
過
ぎ
ざ
る
に
、
木
綿
物
並
に
モ
ス
リ
ン
が
ニ 

十
割
內
外
も
暴
騰
し
、
又
金
屬
に
於
て
も
鐵
並
に
ァ
ル 

ミ
の
騰
貴
は
銅
S

鉛
、
錫
等
の
夫
れ
に
此
し
て
其
程
度 

が
遙
か
に
著
しS

。

然
し
な
が
ら
、
兎
に
角
今
日
の
物 

價
騰
貴
は
殆
んV」

總
て
の
貨
物
に
及
ん
で
居
る
.ヾ
し
云
つ 

て
差
支
な
い
の
で
あ
つ
て
、
是
れ
が
爲
め
一
方
に
於
て 

は
生
產
業
は
殷
脤
を
極
め
企
業
家
並
に
職H

等
の
所
得 

激
增
し
、
幾
多
の
俄
分
限
簇
生
し
開
關
以
來
の
好
景
氣 

を
虽
し
つ
、
あ
る
が
、
又

一

方
に
於
て
は
必
需
品
H

用 

品
等
の
.暴
騰
の
結
染V」

し
て
左
な
き
だ
に
生
計
裕
か
な 

ら
ざ
る
侧
13
0

中
生
活
雛
を
訴
へ

て

居
る
も
の
が
少

く

な
 

い
。
就
中
最
も
困
歡
せ
る
は
下
級
宫
史
、.
公
®
、
中
央

第

九

號

一

〇
四

並

に

地

方

政

廳

の

傭

員

、

小

學

校

，の

敎

員

等

.で

あ

つ

て 

中
央
政
府
、
.地
方
擻
、
其
他
大
都
市
に
於
て

も
彼
罾
の 

窮
狀
を
察
し
て
增
俸
> 

增
給
又
は
一
時
手
當
の
支
給
等 

に
依
む
救
濟
策
を
講
じ
つ
、
あ
る
の
で
は
あ
る
が
？
未 

だ
根
本
的
に
物
價
の
暴
騰
を
防
止
す
る
の
手
段
を
採
つ 

て
居
ら
な
い
の
で
あ
る
。
現
內
間
ば
頻
ぅ
に
说
間
の
海 

外
投
資
を
獎
_

し
、
政
府
自
身
も
今
囘
一
億
圓
の
國
服 

證
券
を
發
行
し
、
金
融
の
調
節
を
圖
つ
て
は
居
る
も
、其 

の
直
接
の
目
的
と
す
る
所
は
露
國
政
府
に
對
す
る
財
政 

上
の
援
助
し
同
時
に
爲
替
資
金
の
調
達
を
容
易
な
ら
し
. 

む
る
に
存
し
て
、
物
價
調
節
に
對
し
て
大
な
る
效
果
を 

齋
ら
す
も
の
で
あ
る
^

は
認
め
ら
れ
て
居
ら
ぬ
。
於
是 

乎
、
民
間
の
論
客
中
に
は
政
府
が
页
にI

步
を
進
め
て 

國
產
品
の
輸
出
禁
止
又
は
制
限
、
日
本
餵
行
の
金
利
の 

引
上
等
の
手
段
に
依
6

て
物
資
の
缺
乏
を
信
用
の
過
废 

の
膨
脹
と
を
防
遏
し
て
物
價
の
奔
騰
を
緩
和
す
可
&
こ 

と
を
論
唱
す
る
者
が
.
あ
る
。
物
價
が
原
因
の
如
何
を
肫 

は
ず
急
激
に
昂
騰
す
る
と
き
に
其
調
節
を
絕
叫
す
る
人

P .

IB

い
？」

：！ 

咬 
u

n

d

i

11

11

士
の
M

出
す
る
は
今
囘
又
は
我
國
の
み
に
限
ら
れ
た
る 

こ
ど
で
な
く
し
て
、
總
て
の
國V

J

總
て
の
時
代
に
共
通 

の
現
象
で
あ
る
ビ
云
つ
て
も
過
言
で
な
い
。

是
れ
は

、 

云
ふ
迄
も
な
く
、
急
速
な
る
物
價
の
騰
貴
が
生
產
潘
階 

級
を
潤
ふ
す
も
の
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
消
費
潘
階
級 

を
窮
地
に
陷
ゐ
ら
し
む
る
の
結
果
を
生
^

るV
J

一
般
に 

.
信
せ
ら
れ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
此
の 

人
爲
的
物
價
調
節
な
る

も
の
は
其
の
影
響
す
る

所
頗
る 

廣
沉
で
あ
つ
て
、
決
し
て
濫
b

に
實
行
す
可
き
も
の
で 

‘な
い
。
之
を
行
ふ
前
に
は
物
憤
の
騰
貴
を
誘
致
せ
し
极 

本
旅
因
を
探
究
し
、
果
し
て
人
爲
的
に
之
を
救
濟
す
る
. 

を
得
る
か
不：！

や
?:

考
察
す
る
と
同
時
に
、
其
調
節
が
物 

價
暴
騰
に
依
り
て
_

生

^

れ

た

る

弊

害

を

除

去

す

る

の 

結
粜
を
呈
す
る
^
至
る
可
き
か
を
硏
览
す
可
き
で
あ
る 

蔻
し
苦
し
輕
卒
に
物
價
の
低
落
を
圖
り
或
は
騰
貴
の
撳 

勢
を
人
爲
的
に
阻
.1
1
:
せ
ん
と
試
む
る
の
結
果
、
甲
の
弊 

潘
を
匡
正
す
る
こ
ミ
を
得
た
ぅ
と
す
る
も
、
同
時
に
乙 

丙
の
惡
影
響
を
齋
ら
す >」

ビ
«

し
云
ふ
能
は
ざ
る
か

ら
で
^

る
。
故
に
予
は
以
下
本
篇
R

於
て
现
時
の
物
®
 

騰
貴
を
誘
導
せ
る
原
因
に
就
き
て
聊
か
私
見
を
陳
ベ
た 

j

後
、
進
ん
で
其
原
因
が
容
易
に
除
去
し
得
る
性
質
の 

も
の
な
る
か
裔
や
を
討
尋
し
、
最
後
に
目
下
の
物
價
騰 

貴
を
人
爲
的
に
防
止
す
る
は
國
民
全
體
の
幸
福
を
增
進 

す
る
所
以
な
る
か
を
硏
努
し
度
い
と
思
ふ
。

S
I

物
價
騰
*
の
原
因 

.

.
歐
洲
戰
亂
突
發
以
來
我
國
の
物
偃
を
激
騰
せ
し
め
た 

る
原
因
' ^

し
て
，擧

け

ら

れ

つ

、
あ

る

も

の

は

(

こ

或

稱 

輸
入
品
の
杜
絕
、(

ニ)

諧
猶
國
產
品
輸
出
の
激
增
、(

三) 

互
额
の
輸
出
赵
過
ヽ(

四)

正
貨
.
の
增
加
、(

五)

紙
幣
の 

增
發
、(

六)

信
用
の
膨
脹
、(

七)

企
業
の
勃
典
、
並
に 

企
業
搬
張
に
伴
ふ
物
資
聲
用
の
增
迆
、(

八)

投
機
の
流 

行
、
其
他
成
余
；の
奢
侈
等
で
あ
る
が
、
.此
等
は
皆
直
接 

間
接
に
物
價
の
騰
貴
を
促
進
せ
る
主
因
若
し
く
は
副
因 

で
あ
る
こ
と
に
就
き
て
は
.

」

點

の

凝

ひ

を

容

る

、
餘

地 

が
な
い
。
例
へ
ば
、(

一)

藥
品
、染
料
等
の
輸
入
杜
鉋
、 

金
.
®
殊
に
鐵
類
ヽ
洋
紙
、羊
：毛
、棉
花
等
の
輸
入
の
減
退

笊
十〗

卷

(

一
二
三
七)

0

錄
物
似
の
暴
職
と
其
調
節
に
紈
て

第
九
城

1

U
五
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f

. 
-
允 

J

1

S ,

ホ
ず

mセ

I
I
f;

1

;{

h
i

l̂ SŜ Sl

巧'

筋

十

一

滟(一

ニ
三
八)

雜
錄
物
似
の
躲
騰
と
北
調
節
に
就
て

纸九號

〇
ハ

は
此
等
貨
物
の
價
格
を
昂
騰
せ
し
め
、(

ニ)

毂
物
、
船 

舶
、
跟
器
、
其
他
の
®

需
品
、
莫
大
小
等
の
輸
出
の
增 

加
は
各
其
貨
物
又
は
其
原
料
品
の
市
價
を
引
締
め
た
に 

相
違
なS

。

龙
に(

三)

外
國
貿
易
に
就
き
て
之
5:
觀
る 

に
戰
前
に
は
我
國
は
槪
し
て
輸
入
超
過
の
國
に
あ
つ
で 

朋
治
四
十
四
年
に
は
六
千
六
西
萵
圓
歉
ヽ
大
正
元
年
に 

は
九
千
ニ
西
萵
圓
餘
、
大
正
ニ
年
に
は
九
千
六
苗
莴
圓 

餘
の
輸
入
赵
過
が
あ
つ
て
、
贸
易
の
逆
調
は
永
久
に
s i 

■續

す

る
の
で
は
な
い
.か
と
思
.は
し
0

る
の
形
勢
を
示
し 

花
外
疋
貨
の
維
持
に
關
し
當
局
潘
を
頗
る
薆
傲
せ
し
め 

つ
、
あ
つ
た
が
、
大
正
三
年
即
ち
歐
洲
開
戰
の
年
に
は 

輸
入
超
過
が
激
減
し
て
僅
に
四
西
除
萬
圓
と
な
.

C
S、

页 

に
翌
四
年
に
は
一
蹯
一
億
七
千
五
西
餘
蔣
圓
の
輸
出
超 

過
を
現
出
し
、
次
で
大
正
五
年
に
於
て
は
輸
出
超
過
额 

は一

廢
激
增
し
て
約
二
倍
即
ち
三
億
七
千
餘
萬
圆
に
達 

せ
る
が
、
本
年
に
入
6

て
輸
出
贸
易
は
益
々
好
況
を
呈
. 

し
我
國
に
於
て
は
每
年
前
半
期
は
輸
出
の
比
較
的
振
は 

ざ

る

季

節

な

る

に

も

拘

ら

ず

旣

に

七

月*'
日
迄
に
三
億

ニ
千
百
萬
圓
の
輸
出
超
過
が
あ
つ
た
。
昨
年一

月
以
降 

七
月
末
日
.迄

の

輸

出

超

過

額

が

一

億
一
一
千
西
离
圆
で
あ 

つ
た
乙
と
に
想
到
す
れ
ば
、
.本
年
中
の
輸
出
超
過
額
が 

十
#

圓
を
突
破
す
る
で
あ
ら
ぅ
豫
想
^
れ
て
屈
る
の 

も
穴
勝
ち
极
據
の
無S

こV
J
V
J

も
思
べ
な
い
。
斯
く
の 

如
き
我
國
に
肷
6
.
て
は
®

古
未
曾
有
で
あ
る
對
外
S

易 

の
好
況
が
國
內
に
於
け
る
物
價
の
奔
騰
を
促
が
す
の
結 

果
を
生
ず
可
き
は
智
者
を
俊
た
ず
し
て
明
か
で
あ
る
。
 

次
に(

四)

我
國
の
正
貨
が
激
增
せ
し
は
巨
額
の
輸
出
超 

過
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こV

J

は
兹
に
喋
々
す
る
の
必 

要
を
見
苽S

 

o
開
戰
前
後
に
於
け
る
我
國
0 .
正
貨
保
有 

高
は
三
億
圆
臺
を
上
下
し
て
居
の
に
過
ぎ
な
か
つ
た
が 

四
年
末
に
は
五
億
圓
、
五
年
末
に
は
七
億
圓
以
上
に
激 

增
し
、
页
に
本
年
に
入
&
て
益
々
膨
脹
し
て
去
月
上
句 

に
は
約
九
億
四
千
万
圓
に
達
し
れ
。
我
國
が
斯
く
の
如 

き
巨
额
の
1 £

貨
を
所
有
す
る
てV」

は
開
關
以
來
の
珍
寧 

で
あ
つ
て
、
最
近
迄
は
邦
人
の
夢
想
だ
に
せ
ざ
り
し
所 

で
あ
な
。
九
億
圓
マ」

云
へ
ば
獨
逸
帝
國
銀
行
の
疋
貨
現

l

#

^

i

在
高
、十
ニ
億
圓
R

比
し
て
我
國
€

し
1:
.
は

大

な

る

遜

色 

を
見
な
い
の
み
な
ら
す
、
英
國
政
府
並
に
英
蘭
銀
行
正 

貨
保
有
高
の
合
|-
|

八
£

逼
ょ
.纟
.も
多
¥

に
.上
.
つ
て
居
る 

此
E

額
の
正
貨
が
假
令
其
大
半
が
在
外
正
貨
と
し
て
外 

國
に
预
けv

あ
る
に
せ
ょ
、
我
國
民
の
企
業
熟
を
煽
ぅ 

投
機
心
を
祧
發
し
夫
れ
が
爲
め
物
價
の
騰
貴
を
益
冷
促 

進
せ
す
し
て
止
ま
ざ
る
可
き
は
云
ふ
迄
も
な
い
。

又 

(

五)

正
貨
の
激
增
の
一
直
接
的
影
響
と
し
て
且
つ
物
價 

騰
貴
の
明
白
な
る一.

原
因
ビ
し
て
吾
人
の
看
過
す
可
か 

ら
ざ
る
は
兌
換
券
の
膨
脹
で
あ
る
。
大
正
三
年
七
月
末 

日
の
日
本
銀
行
兌
換
券
黴
行
高
は
三
爾
三
千
百
三
离
圓 

で
あ
つ
た
が
、
典
後
漸
次
增
加
し
.て
三
ヶ
年
後
の
本
年 

七
月
末
日
に
は
六
億
九
百
四
十
ニ
萬
圓
に
達
し
た
。
其 

差
は
實
に
ニ
億
七
千
八
西
莴
圓
に
上
-o/

增
加
率
は
八 

割
■四
分
に
及
ん
で
居
る
。
物
價
は
決
し
て
貨
#
流
通
额 

の
み
に
-正
比
例
し
て
騰
落
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
.此 

期
間
中
に
東
京
の
物
價
が
約
九
割
五
分
方
騰
貴
し
左
の 

は
怪
む
に
足
ら
ず
と
云
ふ
可
き
で
あ
る
。(

六)

通
货
の

婼

十

ー

卷

，2

ニ三九

)

雜

錄

增
加
に
附
隨
し
て
儒
用
も
大
に
膨
脹
し
て
居
る
。
大
正 

三
年
末
に
於
け
る
雍
京
組
合
銀
行
の
谷
秫
預
金
總
额
は 

四
億
：三
千
九
百
萵
圓
、
貨
出
總
额
が
四
億
九
千
萬
圆
で 

ぁ
つ
た
が
、
本
年
七
月
末
.

(

二
十
八
日)

に
は
前
渚
が
八 

一
億
九
千
百
萬
圓
、
後
漭
は
七
億
六
千
四
西
莴
圆
に
增
加 

し
/
a

。
即
ち
前
.者
.は
十
割
、後
潘
は
五
割
以
上
の
增
率
を 

示
し
て
居
る
。
又
、
大
阪
組
合
銀
行
の
預
金
總
額
は
同 

期

間

に

ニ*#
;
三

千

三

首

萬

圓

ょ

ぅ

六

億

三

千

五

百

蔣

圆 

に
、
同
貨
出
總
額
は
三
億
千
九
百
萬
圓
ょ
り
六
億
ニ
千 

四
西
萬
圆
に
膨
脹
し
.た
。
其
增
加
率
は
前
潘
に
在
6

て 

|

は
十
七
割
、
後
者
に
在
ぅ
て
は
九
割
以
上
に
逄
し
て
居 

る
。
手
形
交
換
高
に
就
き
て
f t
る

も
信
用
取
引
が
如
何 

j

に
膨
脹
せ
し
か
?:

窮
知
す
る
に
：難
く
な
い
。
大
正
三
年 

七
月
中
に
於
け
る
全
國
十一

交
換
所
に
於
け
る
手
形
交
.
 

.

換
枚
數
は
九
十
六
萬
七
千
餘
、
金
額
は
八
僞
九
千
萵
圆 

で
ぁ
つ
た
が
、
本
年
，七
月
中
に
は
前
潘
は
百
三
十
九
鹆 

九
千
餘
、
後
者
は
ニ
十
八
僦
八
千
八
西
萬
圓
に
激
增
し 

た
。
即
ち
枚
數
の
增
加
率
は
約
四
：割
五
分
、
金
額
の
增

第

九

號

ー

〇

七

物
似
の
綠
臘
と
其
調
節
に
就
て



笫

十

ー

卷(
一
ニ
四
0)

雑

錄
物
惯
の
暴
騰
と

*'
調節

|-
就て

第
九
號

ー
〇
八

加
率
は
ニ
十
二
割
以
上
で
あ

る0

 .

即

ち
®

に
交
換
總
«

 

が
膨
脹
し
て
居
る
の
み
.で
な
く
、
平
均一

枚
の
金
額
も
. 

ニ
倍
以
上
に
增
加
し
た
0,(

七)
又
企
業
の
勃
興
は
近
時 

顧
る
著
し
く
な
つ
て
居
る
。
單
に
會
社
事
業
の
新
設
.の 

み
に
就
き
て
之
を
觀
る
に
、
農
商
務
省
の
調
蜜
に
據
れ 

ば
、
大
正
三
年一

.
月
以
降
七
月
末
日
迄
の
新
設
會
祉
數 

は
一
：一
千
六
西
六
で
、

其

柳

込

資

本

は

六

千

百

七

十

一

一

海 

圆
で
ぁ
つ
た
が
、
本
年
の
同
期
間
に
於
て
新
設
せ
ら
れ 

た
る
會
社
の
數
は
ニ
千
八
1 :

ー1
で

"

其

挪

込

資

本

總

額 

が
1

億
八
千
四
西
四
十
九
萬
圆
に
上
つ
穴
。
3

れ
ば
設 

立
會
祉
の
數
は
僅
か
に
一
割
願
の
增
加
を
示
し
て
居
る 

に
過
ぎ
な
い
が
、
資
本
金
额
の
增
加
率
は
一
一
十
割
弱
に 

達
しV

居
る
。
斯
く
の
如
き
巨
額
の
新
.企
業
資
金
は
內 

國
に
於
け
る

物
資
の

供
給
を
增
進
し
延
ゐ
て
物
價
の
騰 

貴
を
促
す
可
き
は
論
を
俟
穴
な
い
。(

八)

諸
方
面
に
於 

け
る
投
機
的
取
引
も
近
來
著
し
く
增
加
せ
る
は
察
知
す 

る
に
難
く
は
な
い
が
、
假
b

に
會
社
株
券
の
定
期
取
引
.

の
み
に
就
き
て
之
を
觀
る
.上
せ
.ば
、
東
京
株
式
取
引
所

に
於
W

る
大
正
三
年
七
月
中
の
株
i

期

實

買

總

額

'が 

三
千
五
百
四
十
三
萬
圓
で
ぁ
つ
た
が
、
本
年
七
月
中
に 

は

五

億

三

千

五

百

六

十

四

满

圓

.の

巨

額

に

達

し

た

の

で 

あ
る
。
即
ち
十
五
倍
に
激
增
し
た
の
で
あ
つ
て
、
大
疋 

三
年

j

月
以
降
十
二
月
末
日
迄
の
總
取
引
高(

五
億
七 

千
七
百
.ニ
十
八
萬
圓)

に

殆

ん

ど

四

敵

し

て

居

る

。

.

以
上
ヽ
各
槪
數
を
以
て
示
し
た
る
が
如
く
、
何
れ
の 

方
面
を
觀
る
も
、
未
曾
有
の
®
況
ヽ
膨
脹
を
自
擊
す

る
 

の

で

ぁ

づ

て

'、

此

等

の

事

情

は

皆

一

ヾし

し

て

物
價
の
騰 

貴
を
助
勢
せ
ざ
る

も
の
な
し

と

云

い
得
る
の
で
あ

る

.0 

從
つ
で
一
般
世
人
並
に
專
門
家
が
此
等
の
原
因
に
依
b
 

て
物
價
騰
貴
を
說
明
せ
ん
と

す

る

は
■當
然
の
こ
ビ

ヤ

あ 

るV
J

云
は
ざ
る
を
得
な
い
。
然
し
な
が
ら
、
吾
人
は
物 

價
騰
貴
の
學
術
的
說
明V

J

し
て
單
に
此
等
數
種
の
原
因 

を
例
擧
す
る
の
み
に
て
は
何
マ
し
な
く
物
足
纟
な
い
心
持 

が
す
る
。
言
葉
を
換
へ
て
言
へ

ば
、
斯
く
の
如

き

方
法 

で
物
價
騰
貴
の
原
因
を
阐
姻
せ
ん

ビ

す

る

は
恰
か
も
或 

結
核
中3

衮
が
藥

石

效

を
#

せ
^

し

て

他

界

せ

る
ビ

き

に

典
病
人
の
死
せ
る
は(

一)

病
氣
が
第
三
期
で
あ
つ
て
、

(

ニ 

)

主

治

薔
0-

治

療
1當

を

得

ず
、

' (

三
7

本

人

が

：不

養

生
 

で

、

(

四

)

'病

室

の
U

當

が

惡

く
、

_ (

，五

)

家

庭

に

心

配

事
 

が

多

く

、

(

六

)

兩

親

も

同

一

の

病

症

で

倒

れ

た

の

で

已
 

む

を

得

な

い

の

で

あ

る

と

云

.ふ

風

に

戰

々

雜

穸

の

主

因
 

副

因

を

例

舉

す

る

に

比

す

可

ぐ

、

云

は

ぃ

徹

底

し

な

い
 

說

明

で

あ

る
o
.

凡
を
或
る
出
來
事
O '
原
因
を
探
究
す
れ
ば
主
因
と
副 

因V
J

を
®

別

.し

て

考

へ

る

必

耍

が

あ

：
る

が

、

此

兩

褒

を 

明
確
に
區
別
す
る
こV

J

が
出
來
な
け
れ
ば
、
少
く
と
も 

直
接
的
原
因
又
は
近
因
ミ
間
接
的
®

因
又
は
：遠
因
ビ
を 

辨
別
す
可
き
で
あ
る
に
も
拘
ら
す
、
往
々
，是
れ
が
閑
匈 

せ
ら
る
、

結

果

と

し
て
種
令
の
現
象
.の
原
因
に
就
き
て 

異
論
を
生
ず
る
.fU

と

、
な

る

。

物

價

變

1 1

に

對

し

でも 

亦
同一

で
あ
つ
て
、
硏
究
卷
の
間
に
說
h

異
に
し
て
ゐ 

る
點
が
尠
く
な
い
。
然
し
® .
.
が
‘
ら
、
槪
し
て
云
へ
ば
、
 

物
價
騰
落
の
原
因
に
關
す
る
學
說
は
ニ
派
に
分
つ
こ
ビ 

が
出
來
る
。

,

齚
十

供
給
間
の
顏
係
に
生
ず
る
變
動
の
.結
乘
で
あ
るV

J

論
す 

る
.も
の
：
.で
佌
は
物
價
の
騰
落
は
主
と
し
て
通
貨
の
伸
縮 

に

依

り

て

生

ず

る

現

象

に

外

な

ら

ぬ

と

說

き

て

居

る

。 

獨
逸
の
經
濟
學
*

は
大
體
に
於
て
前
說
を
採
b

英
米
の 

j

學
群
は
後
說
を
泰
じ
で
居
る
。
鬼
に
角
、
今
日
經
濟
學 

界
に
は
物
價
變
動
の
研
究
に
關
し
て
此
ニ
個
の
學
說
が 

行
は
.れ
、
兩
派
ば
相
對
峙
し
て
宜
に
其
說
を
固
持
し
て 

譲
ら
な
い
。
然
し
吾
人
の
觀
る
所
?:

以
て
す
れ
ば
、
此 

雨
學
說
即
貨
幣
數
量
說
と
霜
用
供
給
論V

J

は
決
し
て
根 

本
的
に
相
違
せ
る
氷
炭
相
容
れ
ざ
る
說
で
は
な
く
、
兩 

者
共
に
各
一
面
の
眞
理
を
含
む
も
の
で
*
間
に
何
等
矛 

盾
銜
突
し
て
居

る

所
が
な
い
の
で
あ
る
。
詳
言
す
れ
ば 

I

物
憤
の
騰
落
は
貨
物
に

對
す
る
需
用
供
給
を
論
據
ど
し 

て

說
明
す
る
乙V

J

も
出
來
れ
ば
、
又
通
貨
の
伸
縮
を
极 

據

ぐ

し

し

て

も

其

原

因

を

朋

に

す

るこV
J

は
不
可
能
で
な 

い
の
で
あ
る
。
故
に
是
れ
か
ら
其
の
然
る
所
以
を
說
述 

し
度
い
の
で
あ
る
が
、
先
づ
其
前
提
と
し
て
物
®
騰
落 

の
意
義
を
闕
明
し
て
置
き
た
いVJ:

思
ふ
。
如
何
を
な
れ

桀

九

挪

1
〇
九

1

は
物
價
の
騰
落
ば
貨
物
に
對
す
る
«
風

1

卷

.(

r

s

‘3

雜

錄
物
惯
の
淼
騰
ミ
其
調
節
に
棘
て
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ニ)

雜
錄
物
似
の
恶

f

J:
況節に就て

#
九
^
-

〇

ば
、
單
に
物
價
騰
貴
又
は
下
落w

云
ふ
も
、
夫
れ
に
は 

少
く
ビ
も
ニ
個
.の
異
な
れ
る
意
_

の
あ
る
こv

j

を
記
憶 

す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。.
假
，CN

に
物
價
が
騰
貴 

し
た
と
云
ふ
^

き
に
は
、
吾
人
は
先
づ
興
騰
貴
が
僅
冷
. 

數
種
の
貨
物
に
限
ら
れ
た
る
現
象
で
あ
る
か
、：
或
は
物 

價
本
準
即
ち
物
偾
の
高
さ
の
平
均
が
騰
貴
せ
し
か
を
明 

か
に
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
^

sf
e

、

縛

て

の

貨

物

'の 

價
格
が
騰
貴
し
若
し
ぐ
は
下
落
せ
ば
、
物
價
平
準
も
亦 

昂
騰
茬
し
く
は
低
下
す
る
は
言
を
俟
た
ず
し
て
明
か
で 

あ
る
0

然
し
な
が
ら
、
總
て
の
貨
物
が
，1

の
网
外
も
な 

く
悉
く
騰
貴
又
は
下
落
す
る
が
如
き
こ
と
は
頗
る
稀
有 

の
現
象
で
、
通
常
一
部
の
貨
物
が
騰
貴
し
て
も
他
の
貨 

物
が
多
少
却
つ
て
下
落
し
て
居
る
。
を
れ
に
し
て
も

’
'
 

騰
，貴
せ
し
貨
物
の
種
類
が
下
落
せ
し
貨
物
の
種
類
よ
ぅ 

も
數
が
多
く
ヽ
或
は
騰
貴
の
程
度
が
下
落
の
程
度
よ
り 

も
著
し
け
れ
ば
、
全
體
よ
ら
覜
て
物
價
が
.騰
貴
し
て
居 

る
こV

J;

か
あ
る
。
從
つ
て
物
價
の
騰
貴(

又
は
下
落)

は
'.

で

あ

る

か

.
一

せ

的

で

あ

る

か

を

區

別

し

な

け

れ

ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
物
®

が
.局
部
的
に
騰
貴
又
.は
下
落

せ
し
場
合
に
は
各
* '

當
該
®

%

0

需
用
と
.供
給W

の
間

に
於
け
る
數
M

的
關
係
に
依
6
 V

其
騰
落
を
說
明
す
る

こ
と
が
出
來
る
。
否
な
此
方
法
に
依
り
て
其
騰
狢
の
原

因
を
阐
明
す
可
き
で
あ
る
。
明
治
四
十
五
年
巾
米
惯
が

暴
騰
し
た
ヒ
き
に
は
佌
の
多
ぐ
の
貨
物
は
却
つ
て

幾
分

か
低
落
し
た
。
同
年
中
米
價
が
奔
騰
し
た
の
は
投
機
も

勿
論
手
傅
っ
た
の
で
あ
る
が
、
主
な
る
原
因
が
米
穀
供

給
の
不
足
に
存
し
て
居
た
i

は
喋
々
す
る
の
必
要
が
な

い
。
斯
く
の
如
く
或
る
特
殊
の
貨
物
の
市
價
、が
騰
貴
し

た
場
合
に
は
其
貨
物
に
對
す
る
餛
給
の
關
係
を
以
て
說

明
す
る
こV

J

が
出
來
.る
。
然
し
、
.歐
洲
大
戰
亂
以
來
の

如
く
殆
ん
ど
總
て
の
貨
物(

政
府
專
寶
品
は
勿
論
除
く)

が
騰
貴
せ
る
場
合
に
も
矢
張
b

貨
物
に
對
す
る
需
用
供

給
の
理
を
援
用
し
て
說
明
し
得
る
も
の
で
あ
る
か
。
前

述
の
如
く
、
開
戰
後
我
國
に
於
け
る
通
货
並
に
信
用
が

未
曾
有
の
膨
脹
を
示
し
て
居
る
が
故
に
、
今
日
此
方
面
. 

よ
b
物

傦

騰

貴

を

論

じ

て

居

る

者

が

尠

ベ

な

い

。
勿

論

、

之
と
同
時
に
輸
入
貨
物
の
減
退
及
び
輸
出
の

激
增
の

方 

面
ょ
'!
)

物
價
騰
貴
.を
說
明
し

や

ぅ

ど

努
め
て
居

る

激

も
 

あ
る
。
此
兩
種
の
說
明
孰
れ
が
正
U

く
孰
れ
が
誤
れ
る 

の
で
あ
る
か
、
.或
は
兩
者
共
正
鴻
を
得
た
る
も
の
で
あ 

る
か
。
吾
人
の
觀
る
所
に
據
.れ
ば
、
旣
に
上
文
に
於
て 

1

言
し
て
谭
い
た
如
く
、
此
兩
見
解
は
共
に
一
而
の
眞 

理
を
傅
ふ
る
も
の
で
あ
る
。
唯
、
各
其
說
明
が
多
少
不 

完
全
で
あ
る
の
慽
み
あ
る
の
み
で
あ
る

と

云
a

得
る
。

凡
を
如
何
な
る
貨
物
と
雖
も
、.
其
價
袼
が
.其
貨
物
の 

W

用V
J

供
給
と
に

依
^V

て
定

ま

ざ

る
も
の
は
一
も
な
い 

言
.葉
を
換
ゆ
れ
ば
、
各
貨
物
の
需
用
增
加
す
る
か
或
は
- 

其
供
給
減
少
せ
ぽ
、
其
價
格
が
騰
貴
す
る
。
從
つ
て
總 

て
の
货
物
に
對
す
る
需
用
が
®

加
す
る
か
、
或
は
其
供 

給
減
少
す
れ
ば
、
緦
て
の
貨
物
は
騰
貴
す
る
に
違
ゐ
^
 

い
。
是
れ
即
ち
我
國
に
於
け
る
物
债
の
現
狀
で
あ
る
。
 

染
料
、
藥
品
、
洋
紙
類
の
餹
用
は
必
ず
し
も
增
加
し
だ 

の
で
なs

が
.
、
其
輸
入
が
激
減
し
.た
爲
め
に
、
從
つ
て 

其
供
給
が
著
し
く
減
退
し
た
結
果
と
し
て
、
此
等
の
貨

• »

が
暴
騰
し
た
。
又

一

方
皮
類
、
穀
物
、
木
材
、
.'

絹
«
 

織
物
等
の
供
給
は
減
退
し
て
は
居
ら
な
い
が
、
其
®
出 

從
つ
て
需
用
が
增
加
し
た
爲
め
杧
其
市
«
は
昴
膨
し
て 

居
る
の
で
あ
る
。
斯
く
云
へ
ば
、
味
噌
、
醬
汕
、
M
0 

等
の
如
く
需
甩
も
犮
じ
て
增
加
せ
ず
、
又
其
生
康
额
も 

減
退
し
で
居
ら
な
い
貨
物
が
騰
貴
し
た
の
は
如
何
な
る 

理
咁
に
因
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ヒ
間
ふ
人
が
あ
る
か
も 

知
れ
な
い
。
成
程
仔
細
に
點
檢
す
れ
ば
生
產
额
が
寧
ろ 

，多
少
增
加
せ
る
に
其
需
用
が
必
す
し
も
膨
脹
し
て
居
る 

.
ミ

認

め

麵

き

®

物

に

し

て

價

格

の

騰

貴

し

左

も

の

が

少 

く
あ
る
ま
，

S
。

然
し
、
吾
人
は
生
產
额
と
供
給
額
ど
は 

同

1

の
も
の
で
な
い
こ
と
を
記
憶
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
勿 

論
ヽ
普
通
生
產
額
が
激
增
せ
ば
供
給
細
も
增
加
す
る
も 

の
で
あ
つ
て
、
其

.1

適
例
は
米
毂
に
於
て
之
を
觀
る
こ 

と
が
出
來
る
。
即
ち
米
作
豐
饒
の
年
^

は
米
價
安
ぐ
、
 

凶
作
の
年
に
は
高
き
は
供
給
の
如
何
に
依
り
て
定
ま
る 

こ
と
で
あ
る
。
さ
れ
ざ
、
假
ぅ
に
或
る
貨
物
の
生
產
额 

が
增
办
レ
、
又
は
#

加

せ

'ざ

る

迄

も

減

量

し

な

い

と

き

第
十一

卷

(

一
二 
0

,

3

雜

錄

#
價
の
.暴
騰
と
並
調
節
に
就
て
.
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物
惯
の
暴
騰
と
典
調
節i：
就
て

第
九
號

に

，
恭
し
生
產
漭
が
世
間
の
好
景
氣
又
は
市
場
の
情
況
よ 

b

推
定
し
て
以
前
よ
&
も
高
率
の
價
格
を
以
て
賣
却
し 

_

得
る
W

M

惟
し
た
な
ら
ば
、
勿
論
舊
値
段
で
は
自
家
製 

作
の
貨
物
を
市
锻
に
提
供
し
^

い

で

あ

ら

ぅ,0
若

し

果 

:

.

し
て
然
ら
ば
、
此
際
に
は
其
貨
物
の
供
給
が
減
少
し
た 

.

ものと看
倣すこマ

j

が
出
來
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
撕 

く
の
免
く
、
供
給
が
減
退
す
る
站
果
ビ
し
て
其
貨
物
の 

市
®

は
自
然
騰
貴
す
る
こ
S

に
な
：.る
。
我
國
に
於
て
對 

' 

.'‘
外
質
易
に
關
係
な
く
內
地
に
生
產
せ
ら
れ
て
同
じ
く
內 

地
に
消
费
甘
ら
る
、
貨
物
が
今
日
騰
貴
せ
る
は
此
原
因 

に
*

、つ
く
の
で
あ
る
。

.

' 

:

斯
く
の
如
く
物
價
，の
騰
貴
は
貨
物
に
對
す
る
：窗
給
の 

關
係
に
依
b

v

容
易
に
說
明
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
然 

ら
ば
、
通
貨
並
に
信
用
の
膨
脹
を
以
て
物
惯
騰
貴
の
原 

因
を
說
明
せ
んV」

す
る
は
.誤
雛
で
あ
る
かV」

云
ふ
に
決 

し
て
さ
ぅ
で
な
い
。.
此
方
面
よ
り
し
て
も
充
分
に
物
價 

, 

の
騰
赏
を
說
明
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
其
理
曲
は
下
の 

如

く
^
;あ

る9

» .
も

货
.

に

對

す

る1

用

な

る

も

の

に

は
貨
物
に
對
す
る
支
挪
物
件
が
伴
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ 

言
葉
を
換
ふ
れ
ば
、
或
人
が
一
貨
物
の
莕
千
量
を
購
入 

す
る
に
は
夫
れ
に
.對
し
て
支
挪
ふ
可
き
現
金
又
ぬ
銀
行 

预
金
を
所
有
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
假
6

に
、
所
謂
信
用
取 

引
の
方
法
釔
以
て
貨
物
を
引
取
る
場
合
に
於
て
も
、
寶 

主
が
買
主
の
支
挪
能
力
を
認
め
るV

J

云
ふ
こ
と
が
必
迆 

で

あ

る

。
而
し
て
支
挪
能
力
は
何
か
云
へ
ば
矢
張
b
.现 

金
、又
は
銀
行
預

し
く

は
現
金
に
何
日
何
時
た
&
 
€ 

も
換
へ
得
る
性
質
を
有
す
る
國
偾V

J

か
一
流
の
會
社
株 

券
ビ
か
或
は
商
業
手
形
を
布
し
て
居
る
こ
と
で
あ
る
。

. 

又
、

一

定
の
代
金
支
挪
期
日
を
定
め
て
供
給
*
が
貨
物 

の

掛

寶

を

爲

す

は

其

期

日

に

は

購

買

潜

が

此

支

»

»!
力 

を
有
す
る
に
違
ゐ
なS

と
其
供
給
漭
が
信
じ
て
居
る
か 

ら

で
あ
る
。
故
に
、
或
る
人
が
貨
物
を
購
入
す
る

場
合 

に
は
夫
れ
！

i
對
し
て
支
挪
ふ
可
き
正
金
を
現
に
所
有
し 

て

居
る
か
、
或
は
掛
K

な

ら

ば

一
定
の
時
迄
に
代
金
に 

相
當
す
る
金
額
を
入
手
し
得

る
乙
?

が

判

然

し

.て
居
る 

箬

で

を

け

れ

ぼ

な

ら

弘0
.從

0
て
其
人
が
.現

金

又

は

銀

.行
预
金
を
所
有
す
る
乙
ビ
益
々
多
け
れ
ば
、
其
人
の
支 

拂
能
力
は
.愈
々
高
.か
る
可
き
で
あ
る
。
然
る
に
、
通
貨 

並
に
銀
行
預
金
が
僧
加
す
る
ビ
云
ふ
こ
と
は
何
人
か
の
' 

所
有
に
係
る
通
貨
苦
し
く
は
銀
行
预
金
が
增
加
し
た
と 

云
ふ
こ
と
を
意
咏
す
る
も
め
で
あ
る
が
&

に
、
通
貨
並 

R

預
金
の
膨
脹
枝
取
^
'
も
直
さ
ず
少
く
と
も
社
曾
の
一 

部
の
人
.々
の
支
挪
能
力
が
增
進
し
た
こ
ビu

外
な
ら
な 

い
。
而
し
て
斯
く
の
如
く
多
數
の
人
々
の
支
挪
能
力
が 

堆
加
せ
ば
、
貨

物

の

需
. «

が
搬
脹
す
る
.
.

J

ヾ
しI

るO

 

勿
a

多
額
の
現
金
又
は
龈
行
預
金
を
有
す
る
®
必
ず
し 

名
貨
物
の
®

用
者
と
爲
る
に
違
い
な
いV

J

云
ふ
こ
と
は 

出
來
な
い
。
さ
れ
ど
、
凡
を
現
金
に
せ
ょ
銀
行
預
金
に 

せ

ょ

多

锢

の

購

買

力
?:
有

す

る

卷

は

其

購

買

力

を

何

等 

か
の
用
途
に
之
を
利
用
す
る
も

の

で

あ

る

。
其
利
闬
の 

方
法
を
大
別
せ
ば
主
な
る
も
の
は
消
数
又
は
持
賓
的
享 

樂
の
.目
的
を
以V

日
用
品
又
は
奢
侈
品
を
.購

入

す

る-か
. 

又

は
.其
遊
金
を
投
資
用
に
供
す
る
外
^

ら
な
い
。
若
し 

遊
金
.が
前
潘
即
ち
消
费
芡
は
持
續
的
享
樂
の
用
途
に
.使

用
せ

ら

る

、

ど

せ

ば

.
、

夫
れ
丈

け

貨
物
の
®

用

を

膨
B
 

せ
し
む
§
.

こ
と
公
5

る
が
爲
め
、
物
贾
も
從
つ
て
藤
及 

す
る
。
若
し
又
之
r c

反
し
て
遊
♦
が
株
#

若
し
く
は
公 

債

七

對

し

て

投

資

せ

；ら

る

、
と

せ

ば

、

其

株

券

又

ば

公 

偾
を
賣
却
せ
る
者
の
購
買
力
が
增
進
す
る
結
梁
と
し
て 

矢
張
り
物
價
怙
縢
貴
す
る
に
至
る
に
違
ゐ
な
い
。
若
し 

又
、遊
金
を
有
す
る
.者

が

：旣

に

自

己

が

.經

營

せ

る

^
業 

文
は
新
た
に
起
し
た
る
企
業
に
喪
れ
を

利
用
す
る
ビ
す 

る
も
、
貨
物
の
需
用
增
進
す
可
き
に
依
6

物
價
の
騰
貴 

を
促
進
す
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
.或
は 

享
樂
的
消
®

の
爲
め
又
は
事
業
の
經
營
の
爲
め
、
多
く 

の

人

植

魂

在

使

用

し

つ

>
あ

る

貨

物

ょ

り

も

篮

か

に

多 

量
の
物
品
を
ス
手
利
用
せ
ん
こ
V

J
-5
:

望
ん
で
居
る
の
.で 

あ
る
が
、
資
カ
に
限
り
あ
る
を
以
て
、
多
く
の
場
合
に 

於
て
は
享
樂
若
し
く
は
事
業
上
幾
多
の
缺
乏
を
感
じ
な 

が

ら

隱

忍

し

て

居

る

の

で

ぁ

る

。

故

に

、

何

等

か

.の
原 

因

に

：依6

、
支
挪
能
力
が
增
進
す
れ
ば
、
其
猫
力
は
普 

通

：
直

.
ち̂

利
用
せ
ら
る
、
に

至

る
も

の
で
あ
る
と
云
ひ

第
十一

卷

.
(
一

二
四
五)

雜

錄

物

愤

の

蠢

と

其

調

節

に

就

て

钫
九
媿



第

卜

ー

怨(

一
二
四
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C

雑

錄
物
愤
_の屋
と
其
調
節

|:
就て
 

第
九

被

ニ
 

W

得
る
。
而
か
も
へ
前
述
の
如
く
、：.通
貨
.又

：は
銀
行
預
金 

の
膨
脹
は
何
人
か
の
支
挪
能
力
即
ち
購
買
力
の
增
進
せ 

る
こ
<£
.̂

意
味
す
る
も
の
で
あ
る
ヵ
^
^
.に

、

通

^
^
及
ひ 

銀
行
預
金
の
增
加
は
貨
物
需
用
の
膨
暇
を
促
が
し
、
延 

ゐ
て
物
惯
の
騰
貴
を
誘
致
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
尤

J 

も
、
物
惯
の
高
低
は
決
し
て
需
用
の
み
に
依
6

て
定
ま 

る
の
で
な
い
。
-從
つ
て
通
貨
並
に
银
行
預
金
の
膨
脹
の 

み
に
依
り
て
物
價
の
騰
貴
を
說
明
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
. 

は
勿
論
で
あ
る
が
、
犟
に
或
る
二
三
の
貨
物
が
騰
貴
せ
一 

し
場
合
は
別
^

し
て
殆
ん
ざ
總
て
の
货
物
が
暴
騰
し
所一 

謂
物
價
平
準
が
著
し
く
昂
騰
せ
る
際
に
於
て
は
其
主
な
一 

る
原
因
«,
供
給
侧
ょ
り
も
寧
ろ
需
用
侧
に
存
し
て
居
る 

も
の
で
あ
る
が
故
に
、
厳
密
な
る
意
味
に
於
て
は
不
充 

分

で

あ

る

は

あ

る

，も

、

1

個

の

.略

式

說

明

ビ

し

て

前

記 

の
方
法
を
用
ゆ
る
は
不
當
の
こ
ビ
で
なS

。

尤
も
"
M 

货
並
に
銀
行
預
金
の
數
量
を
根
據
ビ
し
て
物
價
の
騰
落 

を
論
ず
る
隙
に
は
、
絕
對
的
の
數
最
を
云
々
せ
ず
し
て 

相
對
的
數
f t
.
を
論
條V

J

す
可
き
で
.あ
る
。
通
貨
.並
に
預

金
の
相
對
的
徵
暈
と
は
貨
物
取
引
の
•繁
閑
に
對
す
る

此
 

.兩
者
の

數
量
の
過
不
足
を
云
ふ
に
外

な

ら

な
.

い
o

即

ち
 

-

貨
物
の
取
引
が
增
加
せ
ざ
る
に
、
獨
5
通
貨
又
は
預
金 

の
み
が
膨
脹
し
た
ビ

か

或
は
せ
ざ
る
ど
か

ミ
云
ふ
の
類 

で

あ

る

。

若

し
此
方
面
，を

用
ゆ
れ
ば
"
貨
物
の
供
給
側 

も

自

ら

顧

慮
.の

中

に

入

れ

ら

る

、

こ

と

に

な

る

。如
何 

ミ
な
れ
ば
、
貨
物
の
取
引
は
貨
物
の
供
給
を
基
礎
ビ

し
 

て

行
は
る

、
.も

の

で

あ

る

か

ら

で

あ

、る

。

斯
く
の
如
く
、
物
憤
平
維
の
昂
騰
は
貨
物
の
需
給
關 

係
に
依
6

て

も

將

た

又

通

貨

並

に

銀

行

預

金

..の

數

量

に 

依
b

l:
も
說
明
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
云
つ
て
差
支
へ 

な
い
。

然
し
な
が
ら
、

一
般
世
人
の
如
く
、
又
或
る
一 

派
の
經
濟
學
者
の
如
く
、
物
價
の
膙
貴
し
*
の
は
通
货 

'
並
に
銀
行
預
金
！&
膨
脹
し
且
っ
貨
物
の
需
用
が
增
進
し 

た
爲
'め
で
あ
る
^

云
ふ
の
ば
誤
つ
て
ゐ
る
。
如
何
と
な 

れ
ば
、
通
貨
並
に
預
金
の
增
加
は
夫
れ
自
體
に
於
て
直 

ち
に

物
價
を
騰
貴
せ
し
む
る
も
の
で
は
な
く
、
先
づ
貨 

物
德
用
：め
«

脹
を
：惹
起
し
、
然
る
後
夫
れ
を
通
じ
て
物

惯
を
昂
騰
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
從
つ 

て
物
價
騰
貴
の
原
因
と
し
て
は
通
貨
並
に
銀
行
預
金
の 

增
加
又
は
需
用
の
增
加
を
指
摘
す
可
き
も
の
で
ヽ
、兩
者 

を
同
時
に
恰
か
も
異
な
れ
る
原
因
で
あ
る
か
'の
樣
に
併 

靡
し
て
は
な
ら
ぬ
。
若
し
此
雨
著
を
援
用
ず
る
と

せ
ば 

上
記
の
如
く
前
潜
が
後
*
を
誘
致
し
其
結
果
物
價
の
騰 

貴
を
醸
生
し
た
S

云
ふ
順
序
に
て
說
明
を
す
可
き
で
あ

最
後
に
、
以
上
論
述
せ
る
に
準
據
し
て
、
現
時
の 

物
價
騰
貴
を
誘
致
せ
る
事
情
に
就
き
て
簡
單
な
る
說
明 

を
試
み
る
ビ
す
れ
ば
、
大
3 E

三
年
七
八
.月
の
交
^
於
て 

歐
洲
大
戰
亂
勃
發
し
て
、
染
料
、
藥
品
の
輸
入
杜
絕
し
へ 

パ
ル
。フ
、
洋
紙
等
の
輸
入
激
減
し
/2
£

き
に
、
此
等
の 

貨
物
は
暴
騰
し
た
が
、
國
民
の
購
買
カ
は
別
に
增
加
し 

唯
夫
れ
迄
此
等
の
貨
物
を
購
入
し
左
者 

の一

部
が
他
の
方
面
に
露
明
を
向
け
た
と
云
ふ
に
過
ぎ 

な
い
の
で
、
物
價
平
準
は
左
し
た
る
影
響
を
蒙
ら
な
か 

つ

た

。

洱

巳

な

ら

ず

、

同

年

秋

期

ょ

り

蟹

.四

年

の

春

期 

に
百H

v

て
米
榖
ば
供
給
過
多
の
爲
め
暴
落
を
演
じ
、
生 

糸
も
輸
出
が
激
減
し
た
結
果
と
し
て
同
一
の
連
命
に
陷 

ゐ
つ
た
の
で
、
農
家
及
びM

糸

業

者

の

‘購
買
力

奪

へ

一 般
經
濟
界
を
銷
沈
せ
し
め
た
故
に
、
物
價
承
準
は
寧
ろ 

低
落
す
る
の
傾
向
を
有
し
て
居
つ
た
の
で
あ
る
。

然
し 

な
が
ら
、
大
班
四
年
夏
期
以
來
今
日
迄
軍
需
品
其
他
の 

輸
出
が
漸
次
#

加

し

、

從

っ

て

輸

出

起

過

を

現

出

す

.る 

に
至
b

、
其
結
果
と
し
て
巨
額
.の
疋
貨
流
入
し
、
通
貨 

へ
並
に
銀
行
預
金
は
次
で
膨
脹
し
た
が
爲
め
、

一
面
に
於 

て
は
企
業
の
勃
興
を
促
が
し
、
貨
物
に
對
す
る
雷
用
增 

加
し
た
が
ヽ
又|

方
に
於
て
は
大
小
成
金
が
邸
宅
の
新 

\

築
ヽ
骨
董
品
の
膦
入
、
衣
服
の
新
調
、
宴
會
等
の
爲
め 

に
惜
氣
も
な
ぐ
散
財
し
た
結
果V

J

し
て
、
物
價
をI

般 

.
的
に
騰
貴
せ
し
む
る
に
至
づ
た
。
詳
言
す
れ
ば
、
輸
出 

の
激
增
は
.輸
出
品
の
«

格
を
暴
騰
せ
し
め
、
奢
侈
の
：流 

行
：は
.輸
入
品
並
に
：賀
易
に：

關
係
な
き
內
國
«

品
の
市
©
 

を
昂
騰
せ
し
め
*

の
で
あ
石
。
企
業
の
勃
興
に
基
づ
く 

勞
働
者
の
購
買
力
の
增
進
も
物
價
の
騰
貴
を
肋
け
た
る 

一
は
云
ふ
迄
も
な
い
。

.以
上
甚
だ
不
完
全
で(

あ
る
が
、
現
時
の
物
價
騰
貴
を 

酿
し
た
る
旗
因
に
就
き
'

V

多
少
の
說
明
を
試
み
た
.が
、

.

吾
人
.は
是
れ
よ
6

進
ん
で
物
價
は
A n
w

に
し
て
調
節
し

得
る
.か
、
又
此
際
物
價
を
調
節
す
る
の
可
否
如
何
を
論 

ず
可
き
で
あ
る
が
、
顏
輯
の
都
合
；上

夫

れ

は

.次

號

に

讓

笫

十

一

卷
2

ニ
四
七)

雜
.

錄

‘，物
倒
の
.淼
騰
ミ11
-
:ハ
調
節|:
紈

て 

趴
れ
趴
 

一


